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ヤコブの手紙 2:8~13 ｢自由の律法」 

 

[8-9]「もし、ほんとうにあなたがたが、聖書に従って、『あなたの隣人をあなた

自身のように愛せよ』という最高の律法を守るなら、あなたがたの行いはりっ

ぱです。しかし、もし人をえこひいきするなら、あなたがたは罪を犯しており、

律法によって違反者として責められます」  

 ここでの引用聖句はレビ 19:18 のことばであり、ヤコブはそれを最高の律法

と言っている。  

主イエスもマタイ 22:36~40で律法の専門家から律法の中でたいせつな戒めはど

れかと問われた時、申命記 6:5 の「心を尽くし、思いを尽くして、あなたの神で

ある主を愛せよ」のことばと、このレビ 19:18 を引用され、聖書全体がこの二

つの戒めにかかっていると言われた。たしかに自分と同じように隣人を愛して

いくということは、殺してはならない、盗んではならない、うそをついてはな

らない、父や母をうやまえというような人間関係に関する他のすべての律法を

全うするものである。それゆえここでは最高の律法と言われている。そしてこ

の戒めを本当に守っているならば、たしかにその人の行いはりっぱだと言える。

しかし、ここでいう「隣人」とは自分の家の隣人とか学校や会社で自分の隣に

座っている人というだけではなく、自分の人生において自分とかかわりを持つ

すべての人が含まれるのであり、それで私たちは本当の意味でこのような人々

を、自分を愛するように愛し、親切にし、困っている時に助けの手を差し伸べ

ているかということが問われているのである。→ルカ 10:25~37 の良きサマリヤ

人の例  

そして実際、自分はそのようなことは実行しているという人も、もし人をえこ

ひいきしているならば、その人は罪を犯しているのであり、律法によって違反

者として責められると言う。なぜなら人をえこひいきするということは、隣人

を自分と同じように愛することと矛盾することになるからである。  

[10-11]「律法全体を守っても、一つの点でつまずくなら、その人はすべてを犯

した者となったのです。なぜなら、『姦淫してはならない』と言われた方は、『殺

してはならない』とも言われたからです。そこで、姦淫しなくても人殺しをす

れば、あなたは律法の違反者となったのです」  

 神の律法はひとつひとつ無関係に独立してあるものではない。11 節で言われ

ていることがその実例である。律法を守る者はその細部まで守る必要がある。

→ガラテヤ 3:10,申命記 27:26 

 しかしクリスチャンはこのような外からのしめつけによって強制されて戒め

を守る者ではない。律法を守ることによっては誰も神の前に義と認められるこ

とができず、ただキリスト・イエスを自分の救い主と信じ、受け入れたことに

よって義と認められた者である。→ガラテヤ 2:16 

[12]「自由の律法によってさばかれる者らしく語り、またそのように行いなさい」 

 神はそのひとり子イエス・キリストを神の前に死と滅びに至る者でしかなか

った私たちの身代わりとしてこの世に送ってくださり、私たちを罪と死とさば



きから解放してくださった。これが福音であり自由の律法である。それゆえ私

たちはこの神のために神を喜ばせようとして語り、また行動するのである。も

はや恐れから強制されてするのではなく、福音のもと、自由の律法のもとにい

る者として語り、行動する者とされたのである。  

神は私たちをあわれんでくださり、大いなる愛と恵みをもって救ってくださっ

た。→ローマ 5:6~8  人をえこひいきすることによってさえモーセ律法によって

違反者として責められるのならば、さらにそれよりはるかにすばらしい自由の

律法、福音によって救われたクリスチャンはどれほどきよく正しい思いと行い

をもって主に仕えなければならないことだろうか。  

[13]「あわれみを示したことのない者に対するさばきは、あわれみのないさばき

です。あわれみは、さばきに向かって勝ち誇るのです」  

 主イエスはマタイ 5:7 で「あわれみ深い者は幸いです。その人たちはあわれみ

を受けるから」と言われ、マタイ 6:14~15 でも「もし人の罪を赦すなら、あな

たがたの天の父もあなたがたを赦して下さいます。しかし、人を赦さないなら、

あなたがたの父もあなたがたの罪をお赦しになりません」と言われている。  

 私たちも自分がまず主から罪を赦され、主のあわれみのゆえに今日生かされ

ていることを棚に上げて、他人に対してあわれみを示さないならば、その結果

はあわれみのないさばきを受けることになるであろう。これは警告である。し

かし、あわれみはさばきに向かって勝ち誇る。主は私たちをあわれみ、私たち

が当然受けるべき死のさばきから救い出してくださった。それゆえ私たちも主

にならい、自由の律法、あわれみと恵みの福音にふさわしく語り、また生きる

者としてこの地上の生涯を歩んでいくことが大切である。  


